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小学校外国語活動の目標に「コミュニケーション能力の素地を養う」とある。この「素地」に込められ

た、子どもたちに身に付けさせたい力とは何だろうか。

今の子どもたちは、心を開いてコミュニケーションを図ることが苦手である。特に当村は１小学校・１

中学校で、人間関係が固定的になりがちな実態がある。そこで、コミュニケーションを取りたいという意

欲を高め、進んでかかわろうとする姿勢を引き出し伸ばすことを大切にして、教育活動を進めている。

１ 外国語活動の実施

当校では、豊かな自己表現ができる子どもの育成を目指して外国語活動を展開している。ＡＬＴとの外

国語活動は、５・６年は年間35時間を、１～４年は「ふれあいタイム」として、８時間を充てている。

授業づくりでは、外国語の言語や文化について体験的に学び、異文化の奥深さに気付くことができるよ

うに配慮している。また、子どもたちに外国語を教えるだけでなく、たとえたどたどしい表現であっても

それを認め、励ますことを大切にした授業を行っている。

２ 国際セミナーの実施

当校では、１１月に「国際セミナー」を実施している。地元の大学の留学生を招き、児童との間で様々

な交流活動を行う、長く続く伝統の行事である。当日は、開・閉会式を児童会行事として行うほか、全体

交流や会食、「学年セミナー」としての学年毎の交流活動も行っている。

言葉でかかわることを通して思いを伝え、受け取り、信頼関係を築くことが、この活動の目的でもある。

児童は、異なる文化をもつ人たちとの交流を通して、視野を広げ、見方や考え方を深めている。

３ おわりに

相手に自分を開き、言葉でかかわろうとする意欲や技能は、外国語活動を一つの手立てとしながら、教

育活動全体で進める必要がある。外国語活動の位置付けを見直しながら、中学校への効果的な接続を図っ

ていきたい。

また、平成２５年５月の「教育再生実行会議第３次提言」では、急速に進むグローバル化を背景に、小

学校英語を教科化する方針が盛り込まれた。しかし、当校の状況を見ても、学級担任が中心となった授業

づくりには、不安感も聞かれる。何より教師の授業力を育て、教師自身も積極的に自己開示する姿を子ど

もたちに示していくことが大切だと考える。


